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藤

原

兼

輔

伝

考

(
こ

工

藤

重

矩

は

じ

め

に

藤

原
兼
輔

は
三
十

六
歌
仙

の

一
人
と
し

て
、

ま

た
紫
式

部

の
曽
祖

父

と

し

て
、
広

く
そ

の
名

を
知

ら

れ

て
お
り

、
研
究

者

に
よ

つ
て

は
和
歌

史
的

(
歌
壇

的

)

に
も
高

い
位

置

が
与

え
ら

れ

て

い
る
。

ま

た
、

そ

の
人
柄

に

つ
い
て
は

、
た

と
え

ば
、
目

崎
徳

衛
氏

は

『
紀
貫

之
』

の

}
節

(
一
○
五
頁

)
で
、

「
延
喜

親

政

の
有

力

メ

ン
バ
ー

だ

っ
た

け

れ
ど
も

、
彼

は
衰

龍

の
袖

に
隠

れ

て
権
力

を
振

お
う

と
す

る
人

柄

で
は

な
く

、
文

学

や
宗

教

に
強
く

引

か
れ

る
脱
俗

的
性

格

の
持

主

で
あ

っ
た

」

と
述

べ
ら

れ

た
。

こ
れ

は
氏

の
み
な
ら

ず

、
現
在

の
学

界

の
平
均

的
兼

輔

像

で
あ

る
と

い
え

る
。

.し

か
し

、

歌
壇

的

役
割

に

つ

い
て
も
人

柄

に

つ

い
て
も

、
以

下
述

べ
る

よ
う

に
、

な

お
、

再
検

討
す

べ
き
点

が
少

く
な

い
と
思

わ

れ
る
。

兼
輔

の

伝
記

的

研
究

は
大

旨

「
三

十
六

人
歌

仙
伝

」
を
出

て

い
な

い
の
で
、

再
検

討

を

か
ね

て
、
兼

輔

の
伝
記

を

で
き

る

か
ぎ
り

詳
細

に
述

べ
る

こ
と
と
す

る
。な

お
、

こ

の
稿

は

紙
幅

の
関

係
も

あ

っ
て
、

兼
輔

伝

の
第

一
回
分

と

し

て
参

議
就

任

(
延
喜

廿

一
年

正
月
冊

日
)
ま

で
を

扱

つ
て

い
る
。

一

生

い
た

ち

①

兼
輔

は
元

慶
元

年

(
入
七

七

)
、
利

基

の
六
男

と
し

て
生

ま

れ
た
。

北

家

冬
嗣

流

で
あ

る
が
、

祖

父
良
門

は
内

舎

人

で
、

父
利

基

は
従
四

位
上

右

中

将

で
終

っ
て
お
り

(
尊
卑

分

脈

)
、
既

に
傍

流

で
あ

つ
た
。

利

基

の
官

歴

を

「
三

代
実

録
」

に
よ

つ
て
辿

れ
ば
次

の
と
お

り
で
あ

る
。

貞

観

二
年
十

一
月

十

六
日
叙

従

五
下

(
左

衛
門

大
尉

)
。

同

五
年

二
月

十

日
内

匠
頭
。

備

前
権

介
。

同

年
三

月
珊

日
次
待

従

。

同
年

八

正
月
十

三

日
左
衛

門

佐
。

同

十

一
年
叙

従
五

上
。

元
慶

元
年

正
月

三

日
叙

正

五

位

下

(
右
近

少
将

兼
行

備
前

権

介

)
。

同
三
年

十

一
月

廿
五

日
叙

従
四

下

(
右

近
少
将

兼

行
備

前
権

介

)。

仁
和

二
年

正
月

七
日
叙

従

四
上

(左

馬

頭

)
。

同
三

年

二
月

二

日
相

模
守

(
左

馬
頭

如

元

)
。

(
以
下
不

詳

)

こ
の

コ
ー

ス

・
速
度

は
兼
輔

の
そ
れ

と
ほ

ぼ
同
じ

で
あ

る
。

「
公

卿
補

任

」

に
よ

っ
て
兼
輔

の
そ
れ

を
記
す
。

主

な

る
異

同
を

「
歌
仙

伝
」

「
古

今

和
歌

集
目

録
」

を
以

て
示

し

た
。

寛
平
九
年
七
月
七
日
昇
殿
。
(元
東
宮
殿
上

。今
月
三
日
践
詐

。
)

十
年
正
月
廿
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九

日
讃

岐
権
操

。

(
殿

上
労
。

)
四
月

八

日
如
故

昇
殿

。
昌

泰

四
(
三

)

年

二
月

十
九

日
右

衛
門

少
尉
。

延
喜

二
年

正
月

七
日
従

五

下
。

(
殿

上

非
蔵

人

労
。

)

二
月

廿

一
日
昇
殿
。

同

三
鑑

ユ
月

廿

六

日
内
蔵

助
。
(噛
年

旺
月
叱
日
漉
盃
痔

七
年

二
月

廿

九
日
右

兵
衛

佐
。

助
如

元
。

九

年

正
月

廿
七

日

蔵
人
。

十

年

正
月

七
日
従

五
上
。

同
月

日
右
衛

門

佐
。

助
如

元
。

十

三

年
正
月

廿

一
日
兼
左

少
将
。
(助
如
元
)十

四
年

正
月

十

二

日
兼
近

江
介
。

十

五
年

正
月

七

日
正

五
下
。

十

六
年

三
月

廿

日
内

蔵

権
頭
。

十
七
年

正

月

廿
九

日
転

頭
。

八
月

廿

八
日
蔵

人

頭
。

十

一
月
十

四

日
従

四
下
。

十

九

年

正
月

廿
八

日
兼

備
前
守

。

同

日
兼
佐

近
権
中

将
。

廿

一
年
正
月

晋

日
参
議
。

二
月

七
日
左

近
衛

権
中

将

如
元
。
廿

二
年

正
月

七

日
従
四

上
。

延

長

二
年

二
月

一
日
兼
近

江
守
。

五

年

正
月

十
二

日
権
中

納

言
。

即
叙

従

三
位

。

(
超

五
人
。

)
八
年

十

二
月
十

七

日
兼
右

衛
門

督
。

承

平
三

年

二
月

十

入

日
莞
。

五
十

七
。

号
堤
中

納

言
。

参
考

ま

で

に
兄
兼
茂

も

加
え

て
位

階

の
昇

進
速
度

を

ま

と
め

た

の
が
次

の
表

で
あ

る
。

兼
輔

が
従

五
位

下
を

叙

せ
ら

れ
た

の
は
、

寛
平

十
年

正
月

に
讃

岐
権
橡

に
初

め

て
任

ぜ

ら
れ

て
よ

り
四
年

目

の
延
喜

二
年

、
二
六

歳

の
時

で
あ
る
。

利

基

が
従

五
下

を
叙

せ
ら

れ
た

の
も

同
じ

年
令

の
頃

と
す

れ
ば

、
兼
輔

の

生
ま

れ

た
元
慶

元
年

は
四

十
歳

前
後

、
没

し

た

の
は

、

「
尊
卑

分
脈

」

に

「右

中
将

従
四

上
」

と
あ

る

の
を
極

官

と
す

れ
ば
、

「
毘

沙
門

堂
古

今
集

註

」

に

「
寛
平

五
年

三
月

右
中

将

、
九
年

三
月

卒
」

(未

刊
国

文
古

註
釈

大

系
四
。

一
九
○
頁

)
と
あ

る

に
従

っ
て
大

き
く

は
違

わ

ぬ
で
あ

ろ
う
。

兼
輔

二
十

一
歳

の
時

の
事

で
あ

る
。

若
く

し

て
父
を

失

っ
た
兼

輔

に
と

つ
て

母
方

の
比
重

は
大

き
か

っ
た
と

思
わ

れ
る

が

(祖

父
良

門

も
内
舎

人

と
あ

る
か

ら
早
逝

で
あ

ろ
う

)
、
「
尊

卑

分

脈
」

に

「
伴
氏

」

と
伝
え

る

の
み

で
詳
か

で
な

い
。

こ

の
母
が
没

す

る

の
は
、別

稿

に
於

て
叙

べ
る

予

定

で
あ

る

が
、
承

平
元
年

の
こ
と

で
あ

る
。

伴

氏

は
貞
観

八
年

(
八

六
六

)
の
応

天

門

の
変

に
よ

っ
て
大
納

言
善

男
等

が
流
さ

れ

て
以
後

、
政
治

の
第

一
線

か

ら
は
退

い
て

い
る
。

兼
輔

の
生
ま

れ
た
元

慶
元

年

(
八
七

七

)
は
そ

の
約

十
年
後

の
事

で
あ

る
。

そ

の
点

で

も

将
来

は

明
る
く

な

か

っ
た
。

兄
弟

に
は
、
世

秀

(
母
文

屋
春

雄
女

)
、

兼
茂

(
母
當

麻

松
盛

女

)
、

忠

彦

(
母
不

明

)

・
兼

生

(
母
御

谷
豊

宗
女

)
・
惟

秀

(
母
不

明

)
が

い
る
。

延
喜

二
三
年
参

議

と
な

つ
た
兼
茂
を

除

け
ば

、
他

は
従
五

下

ど
ま
り

で

あ

る
。

子

が
少

な
く

、
あ

る

い
は

い
な

い
所

か
ら
す

れ
ば

、
比
較

的
若

く

没
し

た

の

で
あ

ろ
う
。

(
系
図

参
照

)

若

し

醍
醐

天
皇

が
即
位

す

る

こ
と
が
無

け

れ
ば
、

受
領

階
級

と
し

て
終

る

べ
き

運
命

に
あ

っ
た
。

例
外

的

に
中
納

言
ま

で
昇

り

え
た
兼

輔

の
場
合
ロ

も

、
後

半
生

に
於

て
急
激

な

上
昇

を
示
す

の
で
あ

っ
て
、
前
半

生

は
特

に

目
立

つ
ほ

ど

の
昇

進

で
は
な

い
。

(
前

掲
表
参

照

)
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※

「尊
卑
分
脈

」
を
基
と
し
他
資
料

に
よ
り
数

人
を
附
加
。
高
藤
系

は
必
要
人
物

の
み
提
出
。

内
舎
人
正
六
上

良

門

母
安
部
雄
笠
女

右
中
将
従
四
上

利

基

母
飛
鳥
部
名
村
女

高
藤

内
大
臣
正
三
位

大
和
権
介
従
五
下

世

秀

母
文
屋
春
雄
女

参
議
従
四
上

兼

茂

母
当
麻
松
盛
女

内
舎
人

忠

彦

母兼

輔

兵
庫
助
従
五
下

兼

生

母
御
谷
豊
宗
女

贈
太
政
大
臣
正

一
位

惟

秀

母大
納
言
従
二
位

定

国

母
宮
道
弥
益
女

右
大
臣
従
二
位

定

方

母
同
定
国

宇
多
后

胤

子

母
同

尚
待
満
子

女

子

母
同

字

興

右
馬
少
充

存
忠

号
兵
衛

女
子豊

前
守
従
五
下

雅

正

講

定
方
女

紀
伊
守
従
五
上

清

正

為

時

修
理
亮
従
五
下

母
定
方
女

守

正

左
兵
衛
尉

庶

正

扶

光
母
定
方
女

公

正
醍
醐
更
衣

桑

子

章
明
親
王

雅

為

守

仁

有

仁
醍
醐
女
御

能

子

(仁
善
子
)

兼
輔
室

女

子

醍
醐
天
皇

紫

式
部

一20一



一
「

定
方
と
兼
輔

兼
輔

が
と

も

か
く

も
中

納

言

に
な
り

え
た

の
は

、
醍
醐

天
皇

の
伯

父

で

あ

る
定
方

の
婿
と

な

つ
た

こ
と

に
依
る

と
思

わ
れ

る
。

以

下

、
定
方

と
兼

輔

の
関
係

に

つ
い
て
述

べ
る
。

利

基

の
没

し
た
寛

平
九

年

の
七
月

三

日
、
宇

多

天
皇

は
譲
位

し

て
上
皇

と
な

り
、

十
三

歳

の
醍

醐
天
皇

が
即

位
し

た
。

天
皇

の
母
后

は
高
藤

の
女

胤
子

(
寛

平
八

年

六
月

計
日
莞

)
で
あ

つ
た

の

で
、

こ
の
勧
修
寺

家

は

一

時

的

な

が
ら
も
繁

栄

を
見

る

こ
と

に
な

つ
た
。

寛
平

五

年
四

月

二
日
敦

仁
親

王

(
醍
醐

天
皇

)
が
皇
太

子

に
立

つ
や
、

翌

六
年

正
月

に
は
高

藤

は
三
階

を
越

え

て
従
三

位

(
非
参

議

)を

叙

さ
れ

、

昌

泰
三

年

莞
じ

た
時

に

は
内
大

臣

正
三
位

(三

位

二
年
参

議
三

年
中
納

言

三

年
大

納

言
三

年
内

大
臣

一
年

)
と
な

つ
て

お
り

、
雍
後

正

一
位

太

政
大

臣

を
追

贈

さ
れ

た

の
で
あ

る

(
公
卿

補

任

)
。

そ

の
男
定

国

(
母

同
胤

子

)
も
順

調

に
進
ん

で
昌
泰

二
年

二
月

廿
四

日

参
議

、

同
年

閏
十

二

月
五

日
権
中

納

言
従

三
位

(
三

十
三

歳

)
、
昌
泰

四

年

正
月

兼
右

大
将

、

延
喜

二
年

正
月

廿
六

日
大
納

言

と
な

っ
た
が
、

延
喜

六
年

七

月

二
日
莞

じ

た
。

四

十
歳
。

こ

の
同
母

兄

の
思

い
が
け

ぬ
早

い
死

に
よ

っ
て
、
定

方

は
勧
修

寺
家

の

長

の
位

置

に
押
し

上

げ
ら

れ
る

こ
と
に
な

り
、

延
喜

六
年

右
権
中

将

(
三

四
歳
。

定

国

は

こ

の
歳

に
は
中
納

言

)

に
す

ぎ

な

か

っ
た
官
位
も

、

九
年

四
月

九

日
参
議

、

十

三
年

正
月

廿
八

日
中
納

言

従
三
位

(
超
六

人

)
、
同

年

四

月
十

五

日
兼

左
衛

門
督

、

十
九

年
九
月

十

三

日
兼
右

大
将

、
廿

年
正

月

廿

日
大

納

言
、

廿

一
年

正
月

七

日
正
三
位

、

延
長

二
年

正
月
廿

二

日
右

大

臣

、
四

年

正
月

七

日
従

二
位

、
八

年
十

二
月

十
七

日
転

左
大
将

、

承
平

二
年

八
月

四

日
亮
、

同
十

一
日
贈

従

一
位
、

六
十

歳
。

(公

卿
補

任

)
と

天
皇

の
伯

父

に
ふ
さ

わ
し

く
昇
進

を
重

ね

て

い
る
。

定
方

の
栄

進

は
、

そ

の
任
大

臣

の
宣

命

に

「
大
納

言

正
三

位
藤

原
定
方

朝

臣

波
於

朕

天
近
親

爾
毛
在

、
又
可

仕
奉

支
次

爾
毛
在

爾
依

天
奈
牟
右
大

臣

官

爾
治

賜

久
止

勅
不

」

(朝

野
群

載
十

二

)
と
記

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、

天
皇

の
伯

父

で
あ
る

こ
と

に
依

っ
て

お
り
、

ま

た
そ

の
故

に
終
始

天
皇

の

側
近

と
し

て
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

政
治

的
な

面

で
は
忠

平

に
そ

の
力
は

及②

ぶ

べ
く
も
無

か

っ
た
が
、特

に
文
化
的

な

面

で
は
大

い
に
活
躍

し

て

い
る
。

叔

父
高
藤

家

の

こ

の
思

い
が
け

ぬ
繁

栄

は
兼
輔

に

と

つ
て
も
期
待

を
抱

か

せ
る

に
十
分

な
も

の
で
あ

っ
た
と
思

わ

れ
る
。

然
し

、
定
国

・
定

方

と

異

っ
て
、

直
接

の
血
縁

に
無

い
(
五

親
等

)
の
で
、
将

来

が
約

束

さ
れ

て

い

る
訳

で
は

な

か

っ
た
。

二
十

一
歳

に
し

て
父
を

失

っ
た

若

い
兼
輔

が
社

会

的
地
位

を
求

め
よ
う

と
す

る
時
、

当
時

に
あ

っ
て
、

て

っ
と

り
早
く

し

か

も
確

実
な

方
法

は
権

力
者

と
姻
戚

関
係

を
結

ぷ
事

で
あ

る
。
そ

の
意
味

で
、

従

兄
定

方

の
婿

と
な

っ
た
事

は
中

納
言

へ
の
道

の
第

一
歩

で
あ

っ
た
と

い

え

る
。

良

門

の
男
は
利

基

と
高
藤

の
二
人
だ

け

で
あ

り

、
兼
輔

は
定

方
よ

り
四

歳
年

少

で
あ
る

だ
け

で
あ

つ
た

の
で
、

お
そ

ら
く
幼

少

の
頃

か
ら
親

し
ん

で

い
た
と
思

わ

れ
る

が
、
醍

醐
天
皇

の
東

宮
時

代

、
共
ハ
に
殿
上

し

て

い
る

か
ら

(
公

卿
補
任

尻
附

)
、

そ

の
頃

、

即
ち
兼

輔

二
十

一
歳
以

前

に

は
交
遊

が
あ

つ
た

こ
と
は
確

か

で
あ
る
。

折

か
ら
高

藤

・
定
国

父
子

が
旭

日

の
勢

い
で
昇
進

し

て

い
る
時

で
も
あ

り
、

兼
輔

は
定
方

に
対

し

て
も
、

羨
望

と
期
待

と
を

以

て
見

て

い
た

こ
と

で
あ

ろ
う

。

と

は

い
え
、
兼

輔

は

十
代

の
若

さ

で
も

あ
り

、
定
方

に
し

て
も

後
年

ほ

ど
は
恵

ま

れ

て

い
た
訳

で
も
な

か

っ
た

か
ら
、

そ

の
よ
う

な
立
場

の
違

い
は
認

め

つ

・
も

、
親

し

い
交
遊

は
有

つ
た
と
思

わ

れ
る
。
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兼
輔

が
定

方

の
娘

に
通

い
始

め
た

の
は

「
大
和

物
語

」

=

二
五

段

に
よ

れ
ば
内

蔵

助

の
時

で
あ

る
。

三
條
の
右
大
臣
の
む
す
め
、
堤
の
中
納
言
に
あ
ひ
は
し
め
た
ま
ひ
け
る
間
は
、

内
蔵
の
す
け
に
て
内
の
殿
上
を
な
む
し
た
ま
ひ
け
る
。
女
は
あ
は
む
の
心
や
な
か

り
け
む
、
心
も
ゆ
か
ず
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
。
男
も
宮
つ
か

へ
し
た
ま
う
け
れ

ば
、
え
常
に
も
い
ま
せ
ざ
り
け
る
こ
ろ
、
女
、

た
き
も
の
の
く
ゆ
る
心
は
あ
り
し
か
ど
ひ
と
り
は
た
え
て
ね
ら
れ
ざ
り
け
り

か
へ
し
、
上
ず
な
り
け
れ
ば
よ
か
り
け
め
ど
、
え
き
か
ね
ば
書
か
ず
。

(
日
本
古

典
文
学
大
系
)

内
蔵

助

在
官

年

次
は

、
延
喜

三

年

二

(
正

・
歌

仙
伝

)
月

廿
六

日

か
ら

延
喜

十
六

年
三

月
廿

日
内

蔵
権

頭

に
な

る
ま

で

で
あ

る
。

然
し

、
延
喜

七

年
二

月
廿

九

日
に

は
兵
衛

佐
、

十
三

年

正
月
廿

一
日
に

は
左
少

将

と
な

っ

て

い
る
。

内
蔵

助

は
六
位

相
当

官

、
兵
衛

佐

は
五
位

相
当

官
。

従

っ
て
、

延
喜

二
年

従
五

下

、
十

(
六

・
歌
仙

伝

)
年

正
月
従

五
上

で
あ

っ
た
兼
輔

が

「
内
蔵

助
」

の
名

で

一
般

に
呼

ば
れ

た

の
は
、
兵

衛
佐

以
前

の
延

喜
三

年

二

(
正

)
月

廿

六
日
以

降

七
年

二
月
廿

九

日
以
前

の
事

で
あ

ろ
知
。

二

七
歳

か

ら
三

一
歳

の
間

の
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
時

定

方

は
、
三

一
歳

か
ら

三
五

歳

で
あ

る
。

や

・
不
自

然

の
よ
う

に
も

見

え

る
が
、

定
方

の
娘

能
子

が
更

衣

か
ら
女

御

に
な

っ
た

の
が
延
喜

十
三

年
十

月

の

こ
と

で
あ

る

(
紀
略

)

か
ら
、

入
内

し
た

の
は
そ

れ
以
前

で
あ

る
。

従

っ
て
、

延
喜

十
年
前

後

に
は
結

婚
可
能

の
年
令

の
娘

が
あ

つ

た

の
で
あ

る
。

ま

た
、
兼

輔

の
娘
桑

子

が
章

明
親

王
を
生

ん

だ

の
が
延
長

二
年

で
あ

る

(
紀
略

・
一
代
要

記

)
。
章

明
親

王

が
元
服

し

た

の
は
天
慶

二
年

(九

三

九

)
八

月

十
四

日

の

こ
と
で
あ

る
。

「
吏

部
王

記
」

(
西
宮
記

親
王
元
服

所

引

)
に
次

の
記
事

が
あ

る
。

　
サ

章

明
親

王
加

元

服
、
伍

詣

彼
家

、

(中

略

)
余

召
左

少
将

・
朝

忠
朝

臣

理

髪

了
催

二
卿

、
加
冠

本
家

意
在

右
大

将

、
譲

民
部

卿
、

々
々

々
固
辞

右

大
将

即
加

之

了

(
下
略

)
(
増
訂
故

実

叢
書

、
西
宮

記
第

二

、
三
三

三
頁

)

「
御

遊
抄

」
三

御
元

服

(
続
群
書

類

従

)
に
よ

れ
ば

、

「彼

家

」
と

は

「
京
極

亭
」

で
あ

り
、
理
髪

の
左

少
将

は
藤

原
朝
忠

(定

方

男

)
で
あ

る
。

源
氏

で
該
当
す

る
朝
忠

は

い
な

い
か
ら

、

「
西
宮
記

」

の
書

入
は

誤
り

で

あ

る
。

右
大

将

は
中
略

と
し

た
部

分

に
明
記

す

る
よ
う

に
藤

原
実

頼

で
あ

実
頼
卿
駄

る
。

「
御
遊

抄
」

で
は

「右

近
衛

大
将

藤
原

良
世

」

と
す

る
が
、
良

世

は

既

に
亮

じ

て

お
り
、
「
公
卿

補

任
」

に
よ

っ
て
も

右
大

将

は
実
頼

で
あ

る
。

問

題
は
章

明
親

王

が
定
方

女

の
孫
即

ち
桑

子

が
定
方

女

の
子

で
あ

っ
た

か

ど
う

か
と

い
う

点

に
あ

る
。

「
吏
部

王
記

」

に
よ

れ
ば

、
本

家

の
意

は

実
頼

に
在

っ
た
と

い
う

。
本

家

が
何
故

に
実

頼

を
望

ん
だ

か
と

い
え

ば
、

定
方

女
能

子

が
天
皇

の
崩

御

の
後
実
頼

に
配
さ

れ

て

い
た

(
尊
卑

分
脈

.

大
和

物
語

)

の

で
、

そ

の
姻
戚

関
係

に
よ

っ
て
依
頼

し

ょ
う

と
し

た

の

で

あ

ろ
う

。

実
頼

が
初

め

民
部
卿

平
伊

望

に
譲

っ
た

の
は
、

伊
望

は
大
納

言

で
五
九

歳
、
実

頼

は
中
納

言

で
四
十

歳

で
あ

っ
た

か
ら

で
あ
ろ
う

。

そ
れ

を

伊
望

が

「
固
辞
」

し

た

の
は
、
本

家

と
実
頼

と

の
関
係

を
知

つ
て

い
た

か
ら

で
あ
ろ
う

。

理
髪

を
定
方

男
朝

忠

が
勤

め
た

の
も
桑

子

が
定

方

の
孫

で
あ

っ
た

こ
と
を
想

定

さ

せ
る
。

ま
た
、

仮

り

に
定

方

の
孫

で
な

い
と
す

れ
ば

入
内
も

難
し

か

つ
た

の
で
は

な

い
か
と
も

思

わ
れ

る
。

以
上

の
こ
と

に
依

っ
て
桑

子
は
定

方

の
孫
娘

で
あ

る

と
考

え

て
よ

い
で

あ

ろ
う
。

で
あ

れ
ば
、

入
内

し
た

延
喜
廿

三

年

(
延
長

元
年

)
前
後

に

は
、

④

少
く

と
も
十

五

・
六
歳

で
あ

つ
た
と
し

て
、

そ

の
誕
生

は
延
喜

七

・
入
年

以
前

で
あ

る
。

従

つ
て
、
兼
輔

が
定
方

女

に
通

い
始

め
た

の
は
、

「
大
和
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物

語
」

が

言
う

よ
う

に

「内

蔵

の
す

け

」

の

こ
ろ
、

つ
ま

り
延
喜

三
年

二

月

か
ら
七

年
二
月

の
間

の
こ
と

と
考

え
て
大

過

な

い
で
あ

ろ
う

。

定
方

の
娘

に
通

い
始

め

た
兼
輔

は
、

前
引

の

「
大
和

物
語

」

に
伝
え

る

所

に
よ
れ

ば
、
当

初

は
訪

れ
な

い
夜

が
多
く

、
娘

の
方

も

「あ

は

む

の
心
」

が
無

か

つ
た
ら
し

く

、
心
楽

し

ま
ぬ
有

様

で
あ

っ
た

と

い
う
。

「
た
き

も

の

、
」

の
歌

に
は
、
心

進
ま

ぬ

ま

・
に
兼
輔

を

迎
え
始

め

、
し

か
も
男

は

訪

れ
な

い
と

い
う

屈
辱

感

が
窺

え
る
。

「
新

拾
遺

集
」

恋

四
(
一
二
三

二

)

で
は
、

詞
書

が

「

(上

略

)
未

だ
下
繭

に
待

り

け
れ

ば
、

女
は
逢

は

む

の

心

や
な

か

り
け

む

(
下
略

)
」

と
あ

る
。

全

面
的

に
は
信

用
し
難

い
に
せ

よ
、
贈

太

政
大

臣

の
孫

で
、
将
来

を
約

束

さ
れ

た
定
方

の
娘

で
あ

っ
て
み

れ
ば

、
た

か

が
従

五
位

の
内

蔵

助

が
通

う

よ
う

に
な

っ
た

の
は
、

何

程
か

の
失
望

で
は
あ

つ
た

で
あ

ろ
う
。

姉

は
醍

醐
天
皇

の
後

宮

に
入

る

の
で
あ

る
。定

方

の
娘

が
後

悔

し

つ

・
も

、
「
た
え

て
は

ひ
と
り

ね
ら

れ
ざ

り
け

り
」

と
兼
輔

に
詠

み
送
ら

ね
ば

な
ら

な

か

っ
た

の

は
、
兼
輔

に
は
別

に
妻

が
居

た
か

ら

で
あ

る
。

め
の
み
ま
か
り
て
後
、
す
み
け
る
所
の
か
べ
に
、
か
の
待
リ
け
る
時
書
き
つ

け
て
待
り
け
る
手
を
見
待
り
て

兼
輔
朝
臣

寝
ぬ
夢
に
昔
の
か
べ
を
見
て
し
よ
り
う

つ
・
に
物
ぞ
か
な
し
か
り
け
る

(後
撰
集

哀
傷

一
四
○
○
)

妻

が
死

ん

で
し
ま

つ
て
か
ら

は
昼

の
間

も
夢

の
中

の
如

く

に
過
ぎ

て
来

た

が
、
夢

で
あ

れ
ば

再

び
逢
え

る

で
あ

ろ
う

か
と
、

妻

の
部
屋

に
来

て

み

れ
ば

、
あ

の
時

と
同

じ
よ
う

に
、
妻

は
お

ら
ず

、
そ

の
歌

だ
け

が
壁

に
書

か
れ

て
あ

つ
た
。

今

更

に
は

っ
き

り
と

、
妻

を
亡

っ
た
悲
し

み

が
胸
を

打

つ
。

「
貫

之
集

」

二

七

九

六
九

)
に

「
兼
輔

の
中

将
」

の
め
が

死
ん

だ
と
あ

る
か

ら

、
中

将

で
あ

っ
た
延
喜

十

九
年

正
月

廿
八

日
以

降
延
喜

廿

一
年

五

月
冊

日
参

議

就
任

以
前

(
但

し
中

将
は

元

の
ま
ま

)

で
あ

る
。

ま

た
、
貫

之

の
詠

は
十

二
月
晦

日

の
こ
と

で
あ

る

か
ら

延
喜

十
九

年
正
月

廿

八
日

以

降

延
喜

廿
年

十

二
月
光

日
以
前

の
事

で
あ
る
。

こ
れ

が
定

方
女

で
な

い
こ
と

は
、
次

に
示
す

「勧

修
寺

家

文
書

」

(大

日
本

仏

教
全
書

・
寺

誌

叢
書

三

)
に
よ

つ
て
知
ら

れ
る
。

即

ち
、

承
平

二

年

九
月

廿

二
日
、

定
方

の
七

々
日
態

が
行
な

わ
れ

た
。

本

家
認

諦
、

調
布

三
百

端
、

五
女

当
時

の

「
左
衛

門
督

」

は
藤
原

恒
佐

で
あ

る

が
、
定

方

の
娘

で
恒

佐

の

夫

人

と
な

つ
た
者

は
無

く
、

恒
佐

の
子

に
定

方

の
娘
を

母

と
す

る
も

の
は

い
な

い

(尊
卑

分

脈

)
。

従

つ
て
、

「
左
衛

門
督

」

は

「
大

日
本

史
料

」

が
あ

て
る
よ

う

に
、
当

時
右

衛
門

督

で
あ

っ
た
兼
輔

で
あ

る
。

即

ち
、

兼

輔

の
室

と
な

っ
た
定
方

女

は
ま

だ
生
き

て

い
た

の

で
あ

る
。

定
方

の
娘

に
通
う

よ

う

に
な

つ
た
時

、
兼
輔

は

既

に
三

十

に
近

か

つ
た
。

お
そ

ら
く

、

死
ん
だ
妻

は
定

方
女

よ

り
早
く

通

つ
て

い
た

と
思

わ
れ

る
。

(
あ

る

い
は
兼
輔

邸

に
迎

え

て

い
た

か

)

長

男
雅

正
と

四
男
庶

正

は
共
ハ
に
定
方

女
を

妻

と
し

て

い
る
(
尊
卑

分

脈

%

仮

り

に
、

雅
正
庶

正
を
定

方

女
腹

の
男

と
す

れ

ば
、

母

の
実
妹

と
結

婚

し

た

こ
と

に
な
る
。

敦
慶

親

王
と

同
母
妹

均

子
内
親

王

が
結
婚

し

た
例
も

あ

る

(皇

胤

紹
運

録

)
が
、
不

自
然

で
あ

る
。

こ
れ
を

死
ん

だ
妻
腹

の
男
と

す

れ

ば
、
定

方

女

と
は
血

縁

で
は
な

く
、
従

つ
て
万
能

性

は
大

き

い
。

ま

た

「
後
撰
集

」

恋

二

(
六

七
七

)

に

兼
輔
朝
臣
に
あ
ひ
は
じ
め
て
常
に
し
も
あ
は
ざ
り
け
る
程
に

清
正
母

ふ
り
解
け
ぬ
君
が
ゆ
き
げ
の
雫
ゆ
ゑ
挟
に
と
け
ぬ
こ
ほ
り
し
に
け
り

女
御
、
左
衛
門
督
夫

人
、命
婦
、

中
務
卿
小
君

、
藤
原
サ
文
妻
、
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と

い
う

歌

が
あ

る
。
「
大
和

物

語
」

=

二
五
段

の
記
事

と
符

合
口
す

る

か

ら
、

同

一
人

物

と
す

れ
ば
、

そ

の
作
者

名
を

「
清

正
母

」

(
他
本

同
じ

)
と
す

る

の
は
、
雅

正

の
母

で
は
な

い
こ
と
、

即
ち

雅

正
母

は
定

方

女

で
は
な

い

こ
と
を
物

語

っ
て

い
る

よ
う

に
見

え

る
。

固
執

は
し

な

い
が
、

定
方

女

が
最
初

の
妻

で

は
な

か

つ
た
可
能
性

は
大

い
に
あ

る

と
思
わ

れ
る
。

女
の
恨
む
る
事
あ
り
て
親
の
許
に
ま
か
り
渡
り
て
待
り
け
る
に
、
雪
の
深
く

降
り
て
待
り
け
れ
ば
、
あ
し
た
に
女
の
迎
ひ
に
車
遣
は
し
け
る
消
息
に
く
は

へ
て
遣
は
し
け
る

兼
輔
朝
臣

白
雪
の
け
さ
は
つ
も
れ
る
思
ひ
か
な
あ
は
で
ふ
る
夜
の
ほ
ど
も

へ
な
く
に

か

へ
し

読
人
し
ら
ず

白
雪
の
つ
も
る
思
ひ
も
た
の
ま
れ
ず
春
よ
り
の
ち
は
あ
ら
じ
と
思

へ
ば

(後
撰
集
恋
六

一
○
七

一
・
一
○
七
二
)

ど

の
よ
う

な

理
由

か
、
ま

た
定

方

の
娘

か
別

の
女

か
も
判

然

と
し
な

い

が
、
親

の
許

に
帰

る

の
は
異
常

な

行
為

で
あ

る
。

あ

る

い
は
妻
妾

の
確
執

で
で
も

あ

つ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

い
ず

れ
す

ぐ

に
消

え

て
し

ま
う

で
あ

ろ

う

か
ら

、
今

車
を
遣

わ

し

て
、
思

い
は
積

る

ほ

ど
有

る
と

い
っ
て
も
あ

て

に
は

で
き
な

い
と

い
う

女

の
返
歌

を
見

れ
ば

、

一
時

的

な
激
情

に
よ

っ
て

親

の
許

へ
帰

っ
た
と
も

思

わ
れ
な

い
。

死

に
あ

た

っ
て
は
前
記

の
如
き

故

き

妻
を

偲

ぶ
歌
を

詠

ん
で

い
る

が
、

だ
か
ら

と

い
つ
て
そ
れ

を
直

ち

に
生

前

に

及
ぼ
す

こ
と
は

で
き
な

い
。

(読

人

が
判
ら

な

い
の
で
、

ど
ち
ら

が

ど
う

と
判
然

と

は
分

ら
な

い
が
。

)

こ
の
二
人

以
外

に
も

、

忍
ん

で
通

つ
た
相

手

は
少
な

く
な

か

つ
た
ら

し

い
こ
と
が
家

集

に
よ

つ
て
知

ら

れ
る

が
、
名

の
判

明
す

る

の
は
次

の

「
少

将

の
内

待
」

だ
け

で
あ

る
。

忍
び
て
通
ひ
待
り
け
る
人
、
今
帰
り
て
な
ど
た
の
め
お
き
て
、
お
ほ
や
け
の

使
に
伊
勢
国
に
ま
か
り
、
帰
り
ま
で
き
て
久
し
う
と
は
ず
待
り
け
れ
ば

少
将
内
待

人
は
か
る
心
の
く
ま
は
き
た
な
く
て
き
よ
き
な
ぎ
さ
を
い
か
で
す
ぎ
け
む

か

へ
し

兼
輔
朝
臣

た
が
た
め
に
わ
れ
が
い
の
ち
を
な
が
は
ま
の
浦
に
や
ど
り
を
し
つ
・
か
は
こ
し

(後
撰
集
恋
五

九
四
五

・
九
四
六
)

伊

勢

に
使

し
た

こ
と

は

「大

和
物

語

」
三

六
段

に
も

み
え

て
、
斎
宮

の

長
命

を
寿

ぐ
歌

を
詠

ん

で

い
る
。
あ

る

い
は
同
じ
時

の

こ
と
で
あ

ろ
う

か
。

「
兼
輔

集
」

で
は
詞
書

、

「
い
せ

の
斎

宮

に
ま

い
り

て
か

へ
る

こ
ろ
、

は

や
う

し
り

た
る

を
ん

な

の
も
と
よ

り
」

と
あ

り
、

左
注

と
し

て

「
こ
の

⑤

を

ん
な

は
斎
宮

の
な

い
し
と

い
ふ
也

」

(
西
本

願
寺
本

)
と
す

る
。

歌
詞

の
下
二
句

「
清

き

な
ぎ

さ

に

い
か

で
ゆ

き
け

ん
」

と
す

る
。

詞
書

、

歌
詞

か

ら
し

て
、
斎

宮

の
な

い
し

と
す

る

の
は
不
適

当

で
あ

る
。

こ
の
贈

答

で
も

、
女

の

「帰

つ
て
か

ら
と
約

束
し

て

お
き
な

が

ら
人
を

だ

ま
す

よ
う

な
汚

が
れ

た
心

で
ど
う

し

て
伊
勢

の
清

浄
な

渚
を

通

つ
た

の

で
し
よ
う

か

」
と

、
批
難

さ

れ

て
お
り

、
そ

の
返
歌

は
、

「
命

を
延

ば
す

長
浜

に
宿

つ
て
来

た

の
は
、
あ

な

た

の
為

な

の
だ
」

と
軽

く

い
な
し

て

い

る
。

当
時

の
男

女

の
贈
答

歌

は
大
旨

こ
の
よ
う

な
も

の
だ

が
、
前

述

の

こ

と
な

ど
を
考

え
あ

わ

せ
て
、

兼
輔
も

特

に

「軽

薄
非

情

の
浮
気

者

で
は
な

か

つ
た
」
と

い
つ
て
も

、
ま

た

「
誠

実

」
と

い
う
訳

で
も

な

か

つ
た
ら

し

い
。定

方

女

の

こ
と

か
ら
記

述

が
横
道

に
入

つ
て
し

ま

つ
た
。

定

方

と
兼
輔

の
結

び

つ
き

は
、
姻

戚
関

係

が
加

わ
る

こ
と

に
よ

つ
て

一
層
固

い
も

の
に

な

っ
た
。

兼
輔

は
後
盾

と
頼

む
所
も

あ

っ
て
か
、
よ

く
定

方

に
心
を

尽
し
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て

い

る

。

「
兼

輔

集

」

に

よ

っ
て

そ

の

有

様

を

見

て

お

こ
う

。

三
条

の
右
大
臣
ど

の

・
ま
だ
わ

か
く

お
は
せ
し
と
き
、
か
た

の
に
か
り
し

た

ま

ひ
し
時

、
を
ひ
て
ま

で

、

き

み
が
ゆ
く
か
た
の
は
る
か

に
き

・
し

か
ど
し
た

へ
ば
き

ぬ
る
も

の
に
ぞ
あ

り
け

る

い
そ
ぐ

こ
と
あ
り

て
さ

い
だ
ち
て
か

へ
る
に
、
か

の
お
と
.・
の
み
な

せ
ど
の

・
花
は
な
を
も
し
ろ
け

れ
ば
、

そ
れ
に

つ
け
て
お
く

る

さ
く

ら
ば
な
に
ほ
ふ
を

み
つ

・
か

へ
る
に
は
し
つ

こ

・
う
な
き
も

の
に
ぞ
あ

り
け

る

京
に
か

へ
り
た
る
に
、
か
の
お
と
.・
の
御
返
事

た
ち
か
へ
り
は
な
を
ぞ
わ
れ
は
う
ら
み
て
し
人
の
こ
・
ろ
の

・
ど
け
か
ら
ね
ば

定

方

は

「
少
壮
よ

り
遊

猟
を

好
」

(
原
漢

文

)
ん

で
、
晩

年

に
は
そ

の
報

を
恐

れ

て
写

経
を
し

よ
う

と
考

え

た

(勧

修
寺

文
書

)
ほ
ど

の
人
物

で
あ

る
。
右

の
家
集

の
よ
う

な
場

面

は

一
再

な

ら
ず
あ

っ
た

こ
と
と
思

わ

れ

る
。

「
い
そ
ぐ

こ
と
」

が
あ

つ
た

に
も

か

・
わ
ら
ず

、

遠
く
交

野

ま

で
「
し

た
」

つ
て
来

る
な

ど
、

そ

の
心
遣

い
が
窺

が
わ
れ

る
。

ま

た
、
桜

に

つ
け

て
の

贈
答

も
業

平

の
歌

(
古

今
集

・
伊

勢
物
語

)
を
念

頭

に
お

い
て

の

こ
と

で

あ

る
。

あ

る

い
は

「
伊
勢

物

語
」

八
二

段

に
見
え

る
惟

喬
親

王

と
業

平

の

交

遊
を

兼
輔

は
考

え

て

い
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

(
但
し

、

「古

今
集

」

(
五

三

)

で
は

「
渚

の
院

に
て
桜

を
見

て
よ

め

る
」

と
だ
け

で
あ

る
。

)

京
ご
く
の
い
へ
の
ふ
ち
の
が
三
月

一
日
し
け
る
に
、
三
条
の
右
大
臣
殿

か
ぎ
り
な
く
な
に
お
ふ

・
ち
の
は
な

・
れ
ば
そ
こ
ゐ
も
し
ら
ず
い
ろ
の
ふ
か
さ
に

返
事

い
ろ
ふ
か
く
に
ほ
ひ
し
こ
と
は
ふ
ち
な
み
の
た
ち
も
か

へ
ら
ず
君
と
ま
れ
ど
か

年
次

は
判

然

と
し
な

い
。

こ

の
贈
答

に
は

一
層

は

っ
き

り
と

婿

・
被

庇

護

者

と
し

て

の
姿

勢

が

み
て
と

れ
る
。

敦

慶
親

王

・
醍
醐

天
皇

の
莞
崩

に

際

し

て
も

故
人

を
偲

ぶ
贈
答

が
有

る
。

こ
う

し

て
兼
輔

は
陰

に
陽

に
定

方

の
庇

護
を
受

け

る

こ
と

に
な
る
。
朝

廷

に
於

る
そ

れ
は
次

章

に
於

て
述

べ
る
。

三

宮
廷
の
兼
輔

官

人

と
し

て

の
兼

輔

は
前
記

の
如

き
官

を
歴

て
、

延
喜

廿

一
年
正
月

珊

日
参

議

(
中
将

如
元

)
と
な

つ
た
。

少
将

、
中

将

(
蔵
人

頭

)
を
経

て
の

コ
ー

ス
は
貴
顕

の
家

の
そ
れ

で
あ

る
。

主

流

で
は
な

か

つ
た

と
は

い
え
、

定
方

の
庇

護

も
あ

つ
て

、
ま

だ
そ

の
程
度

の
扱

い
は
受
け

て

い
た

の
で
あ

る
。

ま

た
、
当

時

は
人
材

が
少

な

か

つ
た
事
も
幸

い
し

て

い
る
。

参
議

の

定
員

は

八
名

だ

が
、
延
喜

廿

一
年

は
兼
輔

を
加

え

て
五
名

で
あ

る
。

八
名

が
揃

う

の
は

延
長

五
年

の

こ
と

で
、
そ

の
間

は
常

に
欠
員

が
あ

っ
た

(
公

卿
補

任
)
。
時

平

・
忠

平

の
男
達

が
ま

だ
若

か

っ
た

の
も

ま

た
幸

運

で
あ

っ
た
。

官

歴

に
於

て
特

徴
的

な

こ
と
は

、
東
宮

時
代

か

ら

一
貫

し

て
蔵

人
所

に

関

係
し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

醍

醐
天
皇

は

即
位
し

た
時

十

三
歳

で
あ

つ

た
か
ら

、
東

宮

の
殿
上

も
、

六
位

の
蔵

人

(
延
喜

二
年

ま

で
)
も

、
も

と

よ

り

天
皇

の
意
向

に
よ

る
も

の
で
は
な

い
が
、
自

ら
天
皇

や
法

皇

と

の
接

触

も
多

か

つ
た
。

記
録

に
残

る
例

は
次

の
と
お
り

で
あ

る
。

延
喜

十

六
年
九

月
廿

三

日
、
宇
多

法
皇

の
石
山

寺
参

詣
御

幸

が
あ

っ
た
。

こ
れ

に
備

え

て
、
廿

二
日
兼

輔

は
急
遽
躬

恒

に
命

じ

て
名

所
絵

の
屏
風

に

歌
を
書

か

せ
、

当

日
は
法
皇

の
舟

近

く

に

侍

ら

せ

て

法

皇

を

接

待

し

た

(
躬
恒

集

)。

左

少
将

兼
輔

は
近
江

介
を

兼

ね
て

い
た

の
で
あ

る
。

峯

岸
義

秋
氏

に
よ

れ
ば

、

こ
の
御
幸

は

「
大
和
物

語

」

一
七

二
段

に
伝
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え
る
話

と
同
じ

も

の

で
あ

る
。

(
『
平
安

時
代

和
歌

文
学

の
研

究
』

六
八

頁

以

下

)

「
大

和
物

語
」

は
御
幸

に
至

る
事

情

を
次

の
よ
う

に

い
う
。

亭
子
の
帝
、
石
山
に
つ
ね
に
詣
で
給
ひ
け
り
。
国
の
司
、

「民
疲
れ
国
ほ
ろ
ぴ

ぬ
べ
し
」
と
な
む
わ
ぶ
る
と
き
こ
し
め
し
て
、

「異
く
に
 

の
御
庄
な
ど
に
お

ほ
せ
て
」
と
の
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
も
て
運
び
て
御
ま
う
け
を

つ
か
う
ま
つ
り
て

ま
う
で
た
ま
ひ
け
り
。
近
江
の
守
、
い
か
に
き
こ
し
め
し
た
る
に
か
あ
ら
む
と
歎

き
恐
れ
て
、
又
無
下
に
さ
て
す
ぐ
し
奉
り
て
む
や
と
て
、
帰
ら
せ
給
打
出
の
浜
に

世

の
常
な
ら
ず
め
で
た
き
か
り
屋
ど
も
を
つ
く
り
て
、
菊
の
は
な
の
お
も
し
ろ
き

を
う

へ
て
御
ま
う
け
つ
か
う
ま
つ
れ
り
け
り
。

(下
略
)

(
日
本
古
典
文
学
大
系
)

言
う

よ
う

に
、

こ
の
御
幸

に
は
国

司

の
反
対

が
あ

つ
た
。

延
喜

十
年

代

に

入
る

と
旱

抜
水

害

が
年
毎

に
襲

い
、
宮

廷

の
節

会

が
そ

の
為

に
停
止

さ

⑥

れ

る

こ
と
も

少
な

く
な

か

っ
た
。

御
幸

の
前

年

十
五

年

に
は
、
赤

痢

・
飽

瘡

が
流
行

し

た
。

「
又

、
延
喜

十

年

以
往

の
調
庸

末

だ
進

ま
ず
。

民
身

に

在
り

て
は
成
く

原

免

に
従

ふ
。

又
、
天
下

の
百
姓

の
當

年

の
半

揺

を
復
す

。

是

れ
飽

瘡

流
行

の
愁

に
依
り

て
な

り

」

(
原

漢
文

)
と

絶

望

的

様

相

を

呈

し

て

い
た
。

更

に
、

十
七

年

に
は

「
七
月

以
後

炎
旱

連
月

、

民
間

は
飢

渇

し

、
群

盗

は
巷

に
満

ち
た

り
」

(
原

漢
文
-

紀

略

)
と

い
う

状
態

で
あ

つ
た
。

「
民
疲

れ
国

ほ

ろ

び
ぬ

べ
し
」

と

は
そ

の
よ
う

な
状

況

に
於

て
発

せ
ら

れ
た
国

司

(
平

中
興

)
の
言

葉

で
あ

っ
て
誇

張

で
は
な

い
。

峯

岸

氏

は

「内

蔵

権

頭
兼
近

江

介

の
よ
う

な
立

場

に
あ

つ
た

人
が
そ

の

経
費

調

達

に
奔
放

す

れ

ば
、

そ

の
実
現

は
必
ず

し

も

む
ず

か
し
く

は
な

か

つ
た

で
あ

ろ
う

」

(
二
○

二
頁

)
と

、
兼
輔

の
力

に
よ

つ
て
御
幸

が
実
現

し

た
か

の
よ
う

に
言

わ

れ

る
が
、

た

か

が
正
五

位
下

左
少

将
兼

内
蔵
権

頭

に

宇
多

法
皇

の
御
幸

を
左

右
す

る
だ

け

の
力

が
あ

つ
た

と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

宇
多

法
皇

は
、
風

流
者

で
権

力

を
持

た
ず

、

し

か
も
倹

約

に
勉

め
た
人

と

峯

岸
氏

や
高

橋

正
治
氏

(
『
大
和
物

語

』
塙

選
書

)
は
言

わ

れ
る

が
、
そ

れ

は
誤

り

で
あ

っ
て
、
出

家
後

も
俗

人

と
変

ら
ぬ
生

活
を

し

て
お
り

、
忠

平

を

婿

と
し

て
現
実

的
権

力
を

も
行

使
し

う

る
立
場

を
保

つ
て

い
た
。

そ

の

御

幸

に
は
必

ず
朝

廷

か
ら
奉

問
使

が
遣

わ

さ
れ
、

自
ら

そ
れ

を
求

め

る

こ

⑦

と
さ

え
あ

つ
た

の

で
あ

る
。

こ
の
石
山

寺
御
幸

で
も
少

将
俊

陰

が
奉
問

使

と
な

つ
て

い
る

(
石

山
寺
縁

起

)
。

前
述

の
よ
う

な

経
済

的
状

況

と
法

皇

の
権

力

と
を
考

え
れ

ば
、

兼
輔

の

力

を

過
大

に
評
価

し

て
は
な

ら
な

い
こ
と

が
知
ら

れ

る
で
あ

ろ
う
。
事

実

、

「
異
国

々
の
御
庄

に
お

ほ
せ
て
」

御
幸

は
決

行
さ

れ

た

の
で
あ
る
。

兼
輔

は
法
皇

を

ど

の
よ

う

な
趣
向

で
接

待
す

る

か
に
心

を
砕

け
ば

よ

い
わ
け

で

あ

り

、
そ
れ

以
上

の
も

の
で
は
な

い
。

更

に
言
え

ば
、

「
民

疲
れ
国

ほ
ろ

び

ぬ

べ
し

」
と
歎

い
た
国

司

の
方

が
よ

り
見

識

が
あ

っ
た

と
も
言

え

よ
う

。

結

局

は
帰
途

を
接

待
す

る

こ
と

に
な

っ
た

に
し

て
も

で
あ

る
。

延
喜

十
八

年

二
月
廿

八

日
、

天
皇

は
法

皇

の
六

條
院

に
行
幸

し

、
敦
慶

親

王

・
忠
平

等

と
管

絃

の
遊

び
を

催
し

、
博
士

等

が
詩
を

賦

し
た
。

こ
の

時

、
兼
輔

は
蔵
人

頭

と
し

て
供
奉

し
、

降
り

出
し

た
雨

の
故

に
還

御
を
翌

日
に
延

引
す

る

こ
と
を

進
言

し

て

い
る
。

結

局
、

雨
中

還
御

し
た

の
だ

が

(
西
宮
記

増
訂
故
実
叢
書
、
第
二

・
八
六
頁
)
、

兼
輔

は
蔵

人

頭

と
し

て
行
幸

の
雑
務

に
預

っ
て

い
た

の
で
あ

ろ
う

。

遊
宴

に
は
直

接
参

加

し

て

い
な

い

如

く

で
あ

る
。

翌
十

九
年

七
月

五

日
か
ら

天
台
座

主

増
命

の
法
華

経
進

講

の

こ
と
が
内

裏

で
行

な
わ

れ
、

八
月

三

日
に
至

つ
て
終
り

、
退

出
し

た
増
命

の
房

に
、

兼

輔

は
禄

の
使

と
し

て
赴

い
て

い
る

(扶

桑
略

記

)
。

こ
れ
も

お

そ
ら
く

蔵

人

頭

の
故

で
あ

ろ
う
。

ま

た
、
忠

平

の
許

に
も
、

延
喜

十
六

年
正
月

(西

宮
記

)廿

年

十
二
月

十
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二
日

(貞

信

公
記

)
に
勅
使

と
な

つ
て

い
る
。

十
六
年

の
場

合
口
は
位
記

の
使

で
あ

つ
た
が
、

そ

れ
は
蔵

人

と
し

て

の
こ
と

で
あ

る
。

即
ち
、

「
西
宮

記

」

に
引

く

「九

記

」
承

平
五

年

正
月
廿

四

日
条

に

「
延
喜

十
六
年

春

、
叙

二

(使

)

位

、
其

位
記

令

兼
輔
朝

臣

被
給

、
然

則
便

蔵

人
可

給
者
也

」

(
第

一

・
二

七
頁

)

と
あ

る

こ
と

に
よ

っ
て
察

せ
ら

れ
る
。

他

に
も

勅
使

と
な

つ
た
例

は
あ

っ
て
、

「
大
和
物

語

」

に
次

の
よ
う

な

話

が
伝

え
ら

れ
て

い
る
。

堤
の
中
納
言
内
裏
の
御

つ
か
ひ
に
て
、
大
内
山
に
院
の
帝
お
は
し
ま
す
に
ま

い

り
た
ま

へ
り
。
物
心
ぽ
そ
げ
に
て
お
は
し
ま
す
、
い
と
あ
は
れ
な
り
。
た
か
き
所

な
れ
ば
雲
は
下
よ
り
い
と
お
ほ
く
た
ち
の
ぼ
る
や
う
に
み
え
け
れ
ば
、
か
く
な
む

し
ら
く
も
の
こ

・
の
へ
に
た
つ
み
ね
な
れ
ば
大
内
山
と
い
ふ
に
ぞ
あ
り
け
る

(三
五
段
)

伊
勢
の
く
に
前
の
斎
宮
の
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
、
堤
の
中
納
言
勅
使
に
て

く
だ
り
給
て
、

く
れ
た
け
の
よ
よ
の
宮
こ
と
き
く
か
ら
に
君
は
ち
と
せ
の
う
た
が
ひ
も
な
し

お
ほ
む
か
へ
し
は
き
か
ず
。
か
の
斎
宮
の
お
は
し
ま
す
所
は
た
け
の
宮
と
な
む
い

ひ
け
る
。

(三
六
段
)

年
次

は

明
確

に
し

が
た

い
が

、
他

の
勅
使

が
延
喜

十
六

年
以

降

の

こ
と

で
あ

る

か
ら
、

少
く

と
も

十
三

年

の
少
将

以
後

の
こ
と

で
あ

ろ
う

。

大

内

山

(仁

和
寺

)
で

の
詠

歌

を

み
る

に
、

「
い
と
あ

は

れ
な

り
」

と

い
う

の
は
兼
輔

の
気

持

で
は

な
く

「
大
和

物
語

」
作

者

(
こ
の
話

の
伝
達

者

)

の
そ
れ

で
あ

り
、

「
た

か
き
所

な

れ
ば
雲

は

下
よ

り

い
と

お
ほ
く

た

ち

の

ぼ
る
や
う

に
み
え

」

た
と

い
う

の
は
、
斎

宮

勅
使

の
段

で

「
か

の
斎

宮

の

お
は
し

ま
す
所

は
た
け

の
宮

と
な

む

い
ひ
け

る
」

と
左

注

の
形

で
歌

の
解
説

を
し

て

い
る

と
同
じ

よ
う

に
、

「
白
雲

の
九
重

に

た

つ
」

の
予

備

的
解

説

で
あ

っ
て
実

景

で
は
な

い
で
あ

ろ
う
。

「
白

雲

の
」

の
歌

は
兼
輔

が
法
皇

の

「
寂

蓼
を

お
慰

め
申

し
あ

げ
」
よ

う

と
し

た

(峯

岸

氏

)
と

い

う

よ

り
、

法
皇

や
斎

宮
な

ど

に
使

し
た
場

合

、
と
も

か
く

も

め

で
た

い
歌

を
詠

ん

で
奉

る

の
が
き

の
き

い
た
礼

儀

で
あ

っ
た

の

で
あ

ろ
う
。

こ
の
話

は

、
法
皇

と

兼
輔

と

の
私

的

な
交
渉

を

示
す
も

の
で
は
な

い
。

む

し
ろ

、
大

内
山

を
現

実

に
は
あ

り
え

な

い
内

裏

に
見

立

て
る
な

ど
、
多

少

と
も

追
従

を
示
す

如

く

で
あ

る
。

ま

た
、
法
皇

が
催
し

た
歌
合
口
に
は
、

歌
人

と
し

て
も
方

人

と
し

て
も
参

加

し

て

い
な

い

(萩

谷

朴

『
平
安
朝

歌

合
口
大
成

』

)
。
法

皇

の
歌
合

の
場

は
近
親

(姻

戚
関

係
者

も

)
近
臣

(
旧
朝

側

近

・
院

司
等

)
に
よ

つ
て
構

成

さ

れ
る

が
、

そ
れ

に
参
加

し

て

い
な

い
の
は
、
特

に
法

皇

の
近

臣
と

い

う

訳

で
は

な

か

っ
た

こ
と

の

一
証

で
あ

ろ
う
。

法
皇

に
対

し

て
は
前

述

の
如
く

目

立

つ
た
交
渉

は
な

い
が
、

天
皇

の
場

合
口
は
時

に
近
く

に
侍

つ
て

い
る
。

延
喜

十

三
年

秋
内
裏

で
菊

合
口
が
催

さ
れ

、
兼
輔

は

二
首
を

詠
進

し

た
。

『
平
安

朝

歌
合
口
大
成

』

に
よ
れ

ば
、
歌

人

と
し

て
は
外

に

、興
風

二

首
。

延
喜

四
年

上
野

権
大

橡

)
季

縄

(
二

首
。

延
喜

十
六
年

左
衛

門
佐

)
是

則

(
四

首
。

少
監

物

)
伊
衡

(
一
首
。

左

兵
衛

佐

)
貫
之

二

首
。
大
内
記

)

躬

恒

(三

首
。

和
泉

権
操

)

で
あ
る
。

い
ず

れ

も

「歌

人

」
と

み
な

さ
れ

て

い
た
人

物

で
あ

る
。

で
あ

れ
ば
、

兼
輔

も
ま

た

「歌

人

」

(
歌
を
詠

む

人

の
意

V
と

み
な

さ
れ

て

い
た
と
考

え

て
よ

い
で
あ

ろ
う
。

猶

、
歌
合
ロ
の

場

に
列
し

た

か
ど
う

か
は
不

明

で
あ

る
。

延
喜

十
七

年
閨

十
月

、
内
裏

で
菊

の
宴

が
催
さ

れ

た
。
「
新
儀

式

」
(
群

書
類

従

)

に

左
衛

門
督
藤

原
朝

臣
献

御

挿
頭

、
便
献

倭
歌

、
御

和
之

後

、
藤

原
朝

、
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臣

下
殿

拝
舞

、

次
読

待

臣
所
献

和
歌

、

と

あ

る
。

左
衛

門
督

は
定

方

で
あ

る
。

兼
輔

も
待

臣

の

一
人

と
し

て
和

歌

を
献

じ

て

い
る
。

「
兼
輔
集

」

に

、

十
月
ふ
た
つ
あ
る
と
し
、
お
ま

へ
の
き
く
の
え
に

神
無
月
ふ
た
つ
あ
る
と
し
の
時
雨
に
は

一
本
菊
ぞ
色
こ
か
り
け
る

と
あ

る

の
が

そ
れ

で
あ

る
。

延
喜

十
九

年

十

二
月
廿

一
日

、
彿
名

の
後
導

師
雲

恥
を

特

に
権
律

師

と

な

し

た

(
西
宮

記

彿
名
)
。

そ

の
宴

で
、

定
方

は

天
皇

に
挿

頭
を
奉

り

、

和
歌

を
献

じ

、

更

に

「
こ
の
歌
を
雲

晴

に
た
ま

は
す

と

て
」
御

製

が
あ

っ

た

(
三
条

右

大

臣
集

)
。

こ
の
時

兼
輔

は
雲

晴

の
任
権

律

師
を

祝
う

歌

を

詠

み
、
ま

た
雲

晴

に
代

つ
て

、

日
の
光
ち
か
き
あ
し
た
は
い
た
"
き
の
し
も
こ
そ
と
け
て
そ
で
ぬ
ら
し
け
れ

と

、
感

謝

の
歌

を
奏

上

し

た

(
兼
輔

集

V
。

以

上

の
例

は
、
兼

輔

が
和

歌

を
能

く
す

る
人

と
し

て
も

遇

さ
れ

て

い
た

こ
と
を

示
し

て

い
る

が

、

こ
れ

ら

の
宴

に
侍

し
え

た

の
は

、
蔵

人

・
蔵

人

頭
と

し

て
天
皇

の
近

く

に
待

し

て

い
た

こ

と
に
依

る
所

が
大
き

い
。

こ
れ

に
定

方

の
存
在

が
加

わ

っ
て
前
記

の
よ
う

な

仕
儀

と

な

つ
た

の

で
あ

る
。

即

ち

、
順

に

、

左

衛

門
督

藤
原
朝

臣
候
御

前

、
傅
作

勝
負

、

(古

今
著

聞
集

十
九

御
記
)

佐

衛

門
督

藤

原
朝

臣
献

御
挿

頭
、
便
献

倭

歌

、

(新

儀

式

)

更

召
雲

晴
法

師

、
令

唱

一
句
、

詮
令

右
大

将
藤

原
朝

臣
仰

云
、
奉

仕

彿

名
事

年
已

久

、
殊

任
権

律
師

(
西
宮
記

御
彿

名
裏
書

)

と
定
方

が
関

係

し
、

し

か
も

主

唱

し

て

い
る
ら

し

い
の

で
あ

る
。

従

弟

で

あ

り
婿

で
も
あ

る
兼
輔

を

事

あ

る

た

び

に
引

き

立

て

て

い
た

こ
と
を

物
語

つ
て

い
る
。

特

に
、
歌

合

や

遊

宴

で

は
忠
平

よ

り
定

方

の
方

が
よ
り

活
躍

し

て

い
る
か

ら
、
定

方

の
配
慮

と
考
え

て

さ
し

つ
か

え
な

い
。

そ

の
よ
う

な
定

方

に
対
し

て
兼

輔

は
感
謝

し
、

且

つ
期
待
す

る
所

も
有

つ
て

か
、
延
喜

十

三
年

十
月

、
尚
待

満

子

の
四
十

賀

の
為

の
屏
風
歌

を

詠

進

し

て

い
る

(
兼
輔

集

)
。
満

子

は
高

藤

の
娘
、

即
ち
定

方

と

は
兄
妹

で

あ

る

(
尊
卑

分
脈

)
。

こ

の
詠

進
は

一
種

の
追

従

で
あ

る

が
、
当

時
左

少

将
従

五
位
上

で
あ

り

、
家
勢

の
傾

い
て

い
た
兼
輔

に
は
、

延
喜
時

代
中

⑨

納

言
ま

で
昇

つ
た

人
物

で
屏

風
歌

を
詠

ん

だ
者

は

い
な

い
に
も
か

・
わ

ら

ず

、
屏

風
歌
を

詠

む
事

に
さ

し

て
抵
抗
感

は
無

か

つ
た

で
あ

ろ
う
。

中
納

言

に
ま

で
昇

リ
え

た

の
が
予
想

外

の

こ
と

で
あ

っ
た
か

ら

で
あ

る
。

こ
な
い
し
の
か
み
の
す
み
た
ま
ひ
し
と
き
、
ふ
ち
つ
ぼ
に
て
き
く
の
賀
、
み

か
ど
の
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
に
。

紫
の

一
本
ぎ
く
は
よ
う
つ
よ
を
武
蔵
野
に
こ
そ
頼
べ
ら
な
れ

こ

の

「
兼
輔

集
」

の
歌

は

、

「
古

今
集

」

の

紫
の

一
本
ゆ
ゑ
に
武
蔵
野
の
草
は
み
な
が
ら
あ
は
れ
と
そ
見
る

を
本

歌

と
し

て

い
る
。

即
ち

、
天
皇

の
寵

を
得

て

い
る
満

子

・
定
方

兄
妹

と

の
血
縁

を

い
い
、

延

い
て

は
天
皇

と

の
血
縁

を
暗

示
し

て

そ

の
恩

顧
を

訴

え
た

の
で
あ

る
。

で
あ

れ

ば
、
現

実

に
は

そ

の
よ
う

に
遇

さ
れ

る

こ
と

の
薄

か

っ
た
事

を
消

極
的

な

が
ら
物

語

る

で
あ

ろ
う

か
。

勅

使

の
場
合
ロ
も
遊

宴

の
場
合
ロ
も
、

延
喜

十
六

年
頃

か
ら

は

そ

の
例

が
見

え

る
よ

う

に
な

る

の
は
、十

三

年
少
将

、十

六
年

内
蔵
権

頭

と
朝

延

に
於

て

一
応

の
地

位
を

確
保

し
、

定
方

も
中

納
言

ま

で
進

ん
で

(
十
三

年

)
よ
う

や
く

天
皇

の
伯

父

と
し

て

の
立

場

か
ら
事

を
行

い
う

る
よ
う

に
な

っ
て

い

た

こ
と

に
も
依

る

と
思
わ

れ

る
。

娘

桑
子

を
未

だ
入

内
さ

せ

て

い
な

か

つ
た

こ

の
時

期

(特

に
蔵

人

頭
以

前

)
は
、

天
皇

と

の
関
係

は
、

主

と
し

て
定

方

を
通

し

て
の
そ

れ

で
あ

リ
、
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前

述

し

た
よ
う

に
、
兼
輔

の
方

か

ら
血
縁

を
意

識
す

る

こ
と

は
あ

つ
て
も

、

天
皇

の
側

か

ら

の
そ
れ

は
薄

か

つ
た
で
あ

ろ
う
。

確

か

に

「
近

臣
」

で

は

あ

つ
た

が
、
(
そ
れ
も

延
喜

後
半

)
、

例
え

ば
源

公
忠

が
そ
う

で
あ

つ
た
よ

⑩

う

な
意

味

で

の

「
寵

臣
」

で

は
な

か

つ
た
よ
う

で
あ

る
。

桑

子
入

内

の
下
地

は
蔵

人
頭

時
代

に
作

ら

れ
た

と
思
わ

れ

る
が
、

(入

内

は

延
喜

末

ー
延
長

初

・
即
ち

蔵

人
頭

か
ら
参

議

に
昇

つ
た
頃

)
そ

の
頃

か
ら

は
、
天
皇

・定

方

・
兼

輔

と

い
う

結

び

つ
き
が
定

方

を
介

し

て
生
じ

つ

つ
あ

っ
た
と

、
天
皇

・
定

方

の
結

び

つ
き

に
比
し

て
天
皇

・
兼

輔

の
そ

れ

は
弱

か

つ
た

に

せ
よ
、

言

つ
て
よ

い
と
思

わ

れ
る
。

猶

、

こ

の
期

の

こ
と

・
し

て
兼
輔

の
交

遊
関

係

に

つ

い
て
述

べ
な

け

れ

ば
な

ら
な

い
。

そ

れ
は
所

謂

「
小

世
界
」

(
兼
輔

サ

ロ
ン
)
に

つ

い
て

の

問
題

で
も

あ

る
。

藤

岡
氏

や
目

崎
氏

の
論

証

の
手

続

に
於

て
も
結
論

に
対

し

て
も
疑

議

を
抱

く
も

の

で
あ

る

が
、
論

ず

る

に
は
相
当

の
紙
幅
を

要
す

る

こ
と
な

の
で
、
他

日

改

め
て
詳

し
く
論

じ

た

い
と
思

つ
て

い
る
。

註①

「公
卿
補
任
」

「日
本
紀
略
」
等
に
承
平
三
年
二
月
十
八
日
莞
五
十
七
と
あ
る
の
に

よ
り
逆
算
。
ま
た
、

「公
卿
補
任
」

「
歌
仙
伝
」

「古
今
集
目
録
」
で
は
六
男
と
す

る
が
、

「
尊
卑
分
脈
」
で
は
四
番
目
で
あ
る
。

②
定
方
に
つ
い
て
は
、
村
瀬
敏
夫

「三
条
右
大
臣
論
-
古
今
集
以
後
の
宮
廷
和
歌
に
お

け
る
役
割
=
」

(東
海
大
学
紀
要
文
学
部

第
八
輯

一
九
六
六
年
)参
照
。

③

「貫
之
集
」

(
一
七
九
二
六
)
で
も

「兼
輔
の
兵
衛
の
す
け
」
と
呼
ん
で
い
る
。

④

「
後
撰
集
正
義
」

(続
群
書
類
従
)
に

「人
の
親
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を

思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
る
か
な
」
の
歌
の
注
と
し
て
、「彼
納
言
の
む
す
め
の
十
六
に
な

り
け
る
を
か
た
ち
お
か
し
げ
な
り
と
て
延
喜
帝
に
め
さ
れ
に
け
り
」
と
あ
る
。
但
し
、

根
拠
不

明
。

⑤
西
本
願
寺
本

は

「
西
本

願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成

』

(久
曽
神
昇

)
に
よ

る
。
以

下

「兼
輔
集
」

は
同
本

を
用

い
る
。

⑥
延
喜
十

六
年
ま
で

の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
延
喜

八
年
重
陽
、
九
年
正
月
内
宴

・
七
月
相

撲
、
十
年

正
月
朝

賀

・
重
陽
、
十

一
年
正
月
朝

賀

・
内
宴
、
十
三
年
重
陽
、
十

四
年

正
月
朝
賀

・
内

宴
、
十
五
年
重
陽
、
十
六

年
正
月
朝

賀

・
内
宴

が
あ
る

(紀
略

)

⑦
法
皇

の
政
治

的
立
場
に

つ
い
て
は
、
目
崎
徳

衛

「宇
多
上
皇

の
院

と
国

政
」

・
黒
板

伸
夫

「藤

原
忠
平
政
権

に
対
す
る

一
考
察

」

(以
上

「延
喜
天
暦
時
代

の
研
究
』
所

収

)

・
角

田
文
衛

『紫
式
部
と
そ

の
時
代

」
等
参
照
。

法
皇

の
御
幸

に

つ
い
て
は
、

「大
和
物
語

」
二
段
に
、
朝
廷

の
使
を

た
が

へ
つ

・
あ

る

い
た
と

い
う
が
、

こ
れ
は
話

の
効
果
を
考

え
て

の
虚
構

で
あ
ろ
う
。

一
四
五

・
一

四

六
段
に
、
上
達
部
殿
上
人
を
具
し

て
の
例

が
あ
る
。

こ
の
方

が
事
実

に
近

い
で
あ

ろ
う
。

な
お
、

「扶
桑
略
記
」
昌
泰
元
年

十
月
廿
日
以
下

・
延
喜
五
年
三
月
廿

一
日

条
、

「
西
宮
記
」

(故
実
叢
書
第

二

・
八

四
頁
)

「竹
生
嶋
縁
起
」
(群
書

類
従
本
)

等

に
御
幸

の
記
事

が
あ

る
。

⑧
群
書
類

従
本

・
歌
仙
家
集
本
兼
輔
集

で
は

「
幽
仙
」
と
す
る

が
、
幽
仙

は
昌
泰

三
年

没

し
て
お
り

(天
台
座
主
記

)
誤

り
で
あ

る
。

⑨
家
永

三
郎

「上
代
倭
絵
年
表
』

⑩

「大

鏡
」
昔
物
語

に
、
公
忠

が

「
ひ
た
ぶ
る

の
鷹
飼
」

で
あ
る

こ
と
を
あ

る
殿
上

人

が
誘

つ
た
と

こ
ろ
、
天
皇

は

二

度

政
を
か
か
で
公
事
を
よ
う

つ
勤

め
て
後

に
と
も

か
く
も
あ
ら
む
は
な

ん
で
ふ
事

か
あ

ら
む
」
と
庇

つ
た
と
伝
え
、

「大
和
物
語

」

一

三
三
段
に
、
或
る
夜
、
公
忠
を
供

に

「
み
そ
か
に
宮
す
ん
所
た
ち

の
御
曹

司
ど
も
を

見
あ
り
か
せ
給
」
う

た
と
い
う
。
私
的

な
面
で

の
、
ま
た
天
皇

の
側

か
ら

の
信
頼

と

い
う

点
で
は
公
忠

に
は
及
ば
な

い
。
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